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研究成果の概要（和文）： 
本特定領域はダークエネルギーの謎を広視野宇宙探査によって解明することを目指し、その

第一の柱である「すばる望遠鏡超広視野カメラ（HSC）の開発研究」では平成 24 年 8 月に HSC
カメラを完成させてすばる望遠鏡に搭載（“ファーストライト”）し、もう一つの柱の「大規模
観測計画の策定とダークエネルギーの理論研究」では観測と理論をつなぐシミュレーション研
究、最適な観測計画の立案、重力レンズ解析法の改良など、重力レンズ効果を用いた宇宙のダ
ークマター分布や宇宙の加速膨張に関する先駆的な科学成果を創出した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
For unveiling the nature of the hypothetical existence of the “Dark Energy”, the most 

important enigma of the last decade in Astronomy, it was proposed, firstly, to develop 
and manufacture an extremely wide field camera (named HSC) to be mounted on Subaru 
Telescope’s prime focus. This has been successfully accomplished with the camera’s 
first light in August 2012. Secondly, it was projected to develop optimal observation 
plan, to improve analysis methods of the weak lens effect to extract pseudo-three 
dimensional mass distribution, to conduct computer simulation works to link the 
observational data with theoretical models. Many original theoretical works have been 
published on the Dark Matter distribution and on the acceleration of the expansion rate 
of the Universe, among others. 
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１．研究開始当初の背景 
1998 年に宇宙が加速膨張していることが

明らかにされて以降、ダークエネルギーとダ
ークマターの存在は広く知られるところと
なり、その解明は天文学と素粒子物理学にま
たがる、基礎科学の今世紀最大の課題の一つ
となった。広視野深宇宙探査を行って宇宙の
質量分布の進化を調べることでこれを解明
しようという計画が欧米で多数提案される
なか、広視野の主焦点をすでに持つすばる望
遠鏡を有する日本のコミュニティは極めて
優位な立場にあった。また、超広視野カメラ
HSC の製造に不可欠な大型非球面レンズや新
型 CCD の開発など本研究に追い風となる動き
がすでに進みつつあり、一刻も早い装置開
発・研究着手が待ち望まれた。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、HSCの製造開発を旨とす

る研究項目 Aと、その観測データから理論的
にダークエネルギーを解明することを目指
す研究項目 Bを統括することをその目的とす
る。そのためにまず、すばる望遠鏡ユーザー
コミュニティの合意を得てこれと協調しな
がら観測計画を策定していくことと、広くサ
イエンスの議論を行う場を提供することが
優先課題であった。また計画の規模とその優
位性から、装置開発においては国際協力の道
も視野に入れつつ、これに取り組んでいくこ
とが重要であると考えられた。これらの要素
を鑑みながら領域全体が効率よく運営され
最大の成果をもたらすことを目指してきた。 
 
３．研究の方法 
(1)領域の進展を把握し調整・統括する。成
果の取りまとめとして毎年領域主催の研究
会を行う他、国内外の関連研究会への参加を
補助する。 
(2)すばる望遠鏡ユーザーコミュニティと連
携する。 
(3)装置開発に携わる主要な業者と研究項目
A の間で毎月打ち合わせを行う。また海外研
究機関との共同開発研究を模索する。 
 
４．研究成果 
(1)研究期間中、毎年開催する領域主催の研
究会を含め 15 回の研究集会が開催され、う
ち 8回が国際集会であった。参加者は延べ950
名に及ぶ。これらを通じて装置開発の進捗状
況は常にコミュニティに報告され、合わせて
科学観測開始に向けての研究手法について
様々な分野と角度から議論が尽くされた。ま
た 2年毎に開催される SPIE(装置開発に係る
世界最大規模の研究会)においても常に HSC
開発状況を発信し注目を集めた。 
(2)2007 年すばるユーザーズミーティングに
おいて HSCとそのもたらすサイエンスについ

て広く議論され、開発の重要性についてコミ
ュニティと認識を同じくするに至った。合わ
せて HSC の目指す広視野大規模サーベイ（5
年間で 300 夜の規模。これまでは 20 夜程度
が上限）を可能とする画期的な「すばる望遠
鏡戦略枠」の新設がこの会議において承認さ
れた。HSC の性能評価のための試験観測が進
められるなか、この｢戦略枠｣への応募が 2013
年 5 月に採択され、要求どおり 5 年間で 300
夜の観測が保証された。これにより 2014 年 2
月から科学観測が開始されることで本特定
領域が目的とする広視野深宇宙探査が実現
するところとなり、ダークエネルギー・ダー
クマターの解明は言うに及ばず、観測の結果
もたらされる広域深宇宙データベースを公
開することにより、様々な分野の研究で世界
をリードすることになる。 
(3)領域採択当初より｢HSC 製作者会議｣を毎
月開催し、製造開発に向けての綿密な情報交
換と進捗管理を行ったことにより、大きな事
故やミスなく、また東北大震災の影響など想
定外の問題にも臨機応変に対応して装置を
完成することができた。また 2008 年に台湾
中央研究院、Princeton 大学(米)と共同開発
契約を締結したことで、国際協力によって製
造されることとなり、両機関とはサイエンス
においても深い繋がりを持つに至ったこと
で国際発信力をより高めることが出来た。 
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